
活用事例
リスクモンスター株式会社

さらなる顧客満足度向上に向け全社採用も計画
グループ 3 社共通の帳票基盤実現にも SVF に期待

与信管理ASPサービスを提供する会員向けサイトにSVF採用
帳票基盤の実現で業務効率化と紙コスト削減を両立

約 3,800の法人会員向けに 
与信管理支援サービスを ASP 展開

本格的な与信管理支援サービスをアウトソーシ
ングにより提供することを目的に 2000 年 9月に
設立されたリスクモンスター株式会社。現在、約
3,800の法人会員向けに与信管理支援サービス
を提供している。グループ全体では、約 8,000の会
員企業に与信管理を中心としたさまざまなサービ
スを展開。常にビジネス領域の拡大を目指してい
る。

たとえば、主力の与信管理 ASP サービスで培っ
た経験やノウハウ、パートナー企業とのアライアン
スを生かし、営業支援、人事／総務支援、デジタル
データ化サービスなど、BPO（ビジネス・プロセス・
アウトソーシング）事業を展開。昨年から安価で良
質な ITサービスを中小企業に提供するビジネスポ
ータル事業もスタートした。

同社は、さらなる顧客満足度の向上を目的に、与
信管理支援サービスを提供するための中核となる
ASP（アプリケーション・サービス・プロバイダー）
システム「RM2 Navi System」を全面的に 2006
年５月に刷新。帳票基盤の中核システムとして、
Super Visual Formade（SVF）を採用した。

法人会員の要望により PDF で情報提供 
オープンソース化もポイントに

リスクモンスターでは 2000 年 12月に、RM2 
Navi Systemと呼ばれる ASPシステムをカットオ
ーバーし、与信管理支援サービスを展開してきた。
このシステムでは、190万社の与信情報が登録され
たデータベースを活用することで約 3,800の法人
会員が安心して取引先とビジネス関係を構築でき
るさまざまなサービスが提供されている。

現在、RM2 Navi Systemでは、「e- 与信ナビ」と
「e- 管理ファイル」の大きく2つの与信管理支援サ

ービスが提供されている。
「e- 与信ナビ」は、法人会員が新規にビジネスを

スタートする場合や取引の見直し時に、取引相手の
会社の信用力がどの程度あるかを照会することが
可能なサービス。同社独自に算出した倒産確率に
基づくA〜 F の 6 段階の格付け情報で企業の信
用力を評価できる。

一方、「e- 管理ファイル」は、取引がスタートした後
に、信用変化を始めとして取引銀行の変更や社長
の交代など、取引相手の会社に変化があった場合
にメールでアラート情報を受け取ることができるサ
ービス。効果的かつ継続的な取引先管理を行うこ
とが可能になる。

開発ソリューション部 部長である奥山昌幸氏
は、「利用者から、与信管理に関するワークフローで
社内申請するために「プレイバックモンスター　ス
プレッドシート」（企業データ詳細過去履歴一覧
表＝信用調書の簡易版）を帳票出力したいという
要望が多く、帳票システム実現に向けた検討が開
始された」と話す。

また、RM2 Navi Systemは、商用パッケージソ
フトを使用して構築されていたが、将来性も考えて
オープンソースをベースとしたシステムに刷新する
ことが計画されていた。そこで、オープンソースに対
応できる帳票システム実現も課題のひとつだった。

PDF 対応できたのは SVF だけ 
開発生産性も高評価で採用に

RM2 Navi Systemは、顧客が利用するサービ
ス系のシステム「会員向けサイト（サービスシステ
ム）」と社内の担当者が利用する管理系のシステム

「管理ツール」の 2つで構成されている。サービスシ
ステムは会員企業に情報を提供する仕組みで、管
理ツールは会員管理や課金システム、利用サービス
区分毎に違う提供する情報の選別などに利用され
ている。
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● PDF 出力案件の増加
●大量印刷処理のパフォーマンス
●事務作業の軽減と効率化

導入背景 導入ポイント
●容易な GUI 開発
● PDF 出力
●オープンソース対応

リスクモンスター株式会社
設立：2000 年 9月
所在地：東京都千代田区
事業内容：与信管理 ASP サービス

事業および関連コンサルティング
事業、営業支援、人事／総務系サー
ビス、デジタルデータ化サービスな
どの各種 BPO 事業を展開。

URL：http://www.riskmonster.
co.jp/

導入効果
●GUI による開発生産性向上
●紙資源と保管コスト削減
●業務効率の向上



この 2つのシステムが共有する帳票基盤として
SVFが採用されている。SVFを組み込んだ RM2 
Navi Systemは、前述のとおり2000年 12月にカ
ットオーバーした。また、2006 年 5月には、サー
ビスシステム部分をオープンソースをベースとした
システムに全面リニューアル。管理ツール部分につ
いても 2008 年 4月にオープンソース化されてい
る。

システム開発は、外部の開発会社に委託。SVF 
for Web/PDF Java Edition（※）を使用して中核
となるシステムが構築されている。ちなみに「RM2」
という名称は、「リスクモンスター」と「リスクマネジ
メント」の 2つの意味で命名されたという。

SVFが採用された理由を奥山氏は、「当時データ
を PDF に変換できる帳票作成ツールが無く、
SVFがいち早くPDF 帳票に取り組んでいたこと
が採用の決め手になった」と話している。

業務効率の向上はもちろん 
紙資源と保管コストの削減も

SVFを導入した効果を開発ソリューション部 課
長、吉川英伸氏は、「帳票数としては 5 種類程度だ
が、1つのレポートにさまざまな書式やグラフ、表な
どがフォーマットされるので非常に複雑な帳票開
発が必要だった。しかし SVFは、GUIが非常に
使いやすいので、複雑なレポートも短期間で容易
に開発することができた」と話す。

また奥山氏は、「開発を管理していく立場からは、
画面設計などに比べ、帳票出力は最も時間のかか
る仕組みであり、これを簡素化するためにも SVF
は非常に有効だった。利用者からのフィードバック
にも柔軟かつ迅速に対応できるのも SVF の導入
効果のひとつだ」と話している。

社内分析用の帳票類は、これまで紙に印刷して
社内に保管してきた。しかし SVF 採用後は PDF
に出力し、電子データとして保管することで、紙資
源と保管コストを削減することも可能になったとい
う。

奥山氏は、「電子データで保管することで、検索
なども容易になり、業務効率も大幅に向上するこ
とができた」と話している。

グループ 3 社のシステム統合 
帳票基盤として SVF に期待

今後の展開について奥山氏は、「グループ会社
全体のシステムの帳票基盤として SVFを活用して
いきたいと考えている。当初は開発の効率性に目
が向いてしまうが、効率性を追求するためには標準
化が必要。そこで、帳票出力は SVF で統一するこ
とで、開発効率はもちろん、業務効率もさらに向上
が期待できる」と話す。

リスクモンスターでは、RM2 Navi System の管
理ツールを中核に、グループ会社全体の帳票基盤
として SVFを適用する計画だ。

奥山氏は、「たとえば、課金システムはグループ全
体で共通化することが必須と考えている。他の
ASPサービスでも共通プラットフォームとしてSVF
を活用できる仕組みを開発し、これを全社に適応し
ていきたいと考えている」と SVFに対する今後の
期待を話している。
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導入製品
Super Visual Formade

（SVF）
膨大な帳票開発の効率化と多様な出
力要件に応えるための、帳票開発支援
ツール

SVF for Web/ 
PDF Java Edition（※）
ブラウザからの要求により、アプリケー
ションサーバ上でサーブレットを起動
し、サーバ上の指定フォルダに PDFを
生成するツール
※現行製品の SVF for PDFに相当。

CA0031-5000-A-08.09-CR
3000-C-11.02

■システム構成


